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第３章 まちづくりの目標 

 

新市の将来像を実現するためのまちづくりの目標などをまとめました。 

以下の項目で示します。 

 

項  目 内   容 

まちづくりの目標 将来像を実現するための 4つの目標 

分野 目標を体系的に整理するための 9つの分野 

○交通 ○都市基盤 ○自然・環境 ○産業 

○観光 ○土地利用 ○教育・文化 

○保健・医療・福祉 ○安全・安心 

分野別方針 目標達成のための分野ごとの方針 

施策の方向性 分野ごとの施策の方向性 

主要な施策例 施策の方向性に沿った主な施策例 

 

 

 

まちづくりの目標              交通、都市基盤 

人、自然、産業、文化…新しい都市の交流と発展を支える、 
資源を生かした質の高い交通・都市基盤をめざす 

都市の健全な発展と市民生活の利便性や快適性の向上、そして人、

自然、産業、文化など様々な交流の架け橋という観点から、骨格と

なる交通網の強化と質の高い都市基盤の整備が重要となります。ま

た、その整備にあたっては、新市の発展を支える基盤づくりを前提

に、新たな整備だけでなく既存の基盤を工夫して活かすことも重要

です。 

このため、津久井広域道路、さがみ縦貫道路等の早期整備を図る

とともに、鉄道輸送・バスネットワークの強化、新交通システムの

導入等に取り組むことにより、国道を中心とした交通渋滞の解消と、

高齢化や日常生活圏の拡大に伴う多様な交通ニーズに対応した公共

交通網の確立を目指します。また、水源地域の保全に向けた上下水

道の整備等を進めるとともに、情報基盤の整備や美しい景観の形成

等を進め、快適で魅力ある居住環境の創造を目指します。 
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◆分野別方針－交通 

 

 

津久井広域道路、さがみ縦貫道路等の骨格幹線道路網の早期整備を図ると

ともに、鉄道輸送、バスネットワークの強化、新しい交通システムの導入等

に取り組むことにより、国道を中心とした交通渋滞の解消と、高齢化や日常

生活圏の拡大に伴う多様な交通ニーズに対応した公共交通網の確立を目指

します。 

また新市内の連携を強め、人と自然・産業・文化の多様で活発な交流によ

る都市の発展を促すため、新市内を円滑に結ぶ骨格的な交通網の整備を進め

るとともに、自然と調和した人に優しく利便性の高い道づくりに努めます。 

 

 

施策の方向性 主要な施策例 

①骨格幹線道路網の整備 ・利便性の高い体系的な道路網の整備 

（津久井広域道路、さがみ縦貫道路の早期整備） 

・中央自動車道相模湖東インターチェンジへの入り口設

置促進 

・防災面に配慮した道路網の整備 

・地域内幹線道路の整備 

②公共交通網の充実 ・鉄道の輸送力の確保（夜間など） 

・リニア中央新幹線の新駅誘致 

・バス交通のネットワークの確立 

・パーク アンド ライド*18の検討 

③新しい交通システムの 

検討 

・新しい交通システムの整備検討 

（交通手段の転換と交通軸の形成） 

④人に優しいみちづくり ・景観に配慮した道路整備 

・交通弱者に配慮した道路整備 

・身近な生活道路の整備 

◆分野別方針－交通、都市基盤 

 

 

◆分野別方針－都市基盤 

 

 

産業・情報基盤の整備、美しい景観の形成、公園整備等を進めるとともに、

水源地域の水環境の保全に向けた上下水道の整備等を進め、快適で魅力ある

居住環境の創造を目指します。また、相模川以東の活力ある市街地と相模川

以西の豊かな自然とが共存する本地域においては、自然環境や文化と調和し

た質の高い都市基盤整備を進め、将来にわたって市民が真に豊かな生活を享

受することができるまちづくりに取り組みます。 
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施策の方向性 主要な施策例 

①水源地域としての 

上下水道の整備推進 

・地域性に配慮した総合的な排水対策の推進 

・より良い給水サービス体制の確立（安定した飲料水の

確保など） 

②都市緑化の推進 ・身近な公園の整備（街区公園、近隣公園*19等） 

・市街地の緑化の推進（屋上緑化等） 

③良好な住まい方のルールづ

くり 

・良好な居住環境の創造 

④美しい景観の形成 ・自然の風景や身近な緑を生かしたうるおいある 

都市景観づくり 

⑤高度情報化基盤の 

整備推進 

・情報インフラの整備推進 

◆分野別方針－交通、都市基盤 

 

 

 

まちづくりの目標                自然・環境 

自然の豊かさを日常的に感じるまちをめざす 

新市の西側は、広大な森林や清流、湖など緑豊かな自然環境に恵

まれた地域であり、かつ、神奈川県の重要な水源地域となっていま

す。また、自然と都市の融合や、自然と人との共生をまちづくりの

基本に、自然を資源として地場産業づくりなどに活かしつつ、日常

的に暮らしの中で自然を身近に感じられるようにすることにより、

ひとびとの自然に対する意識をより、深いものとすることが求めら

れています。 

このため、水源涵養、治水、保健休養等の森林の有する多面的、

公益的な機能に配慮した保全方策を推進するとともに、自然環境に

対する意識の啓発を図ります。さらに、河川・湖の水質の向上を図

り、水源地域の総合的な環境の向上を目指します。 

また、市街地とその周辺においても、相模川や里山*20、谷戸など

の貴重な水辺や緑が残っており、市街地での良好な緑の形成により、

都市内部でも自然を感じられるうるおいと風格のあるまちづくりを

目指します。 

 

◆分野別方針－自然・環境 

 

 

新市は森林と清流と湖に恵まれた広大で豊かな自然を有しており、神奈川

県の重要な水源地域としても重要な役割を担っています。そのため、森林の 
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持つ価値を再評価し、市民生活や地域文化、経済活動等を支える貴重な財産

であると同時に資源として、水源地域の自然の保全と活用に努めるとともに、

市街地やその周辺に残る貴重な水辺や緑の保全に取り組み、自然と共存する

地域づくりに取り組みます。 

 

 

施策の方向性 主要な施策例 

①自然環境の保全、創造、 

活用 

・森林の価値の再評価（資源としての活用等） 

・自然（山、里山、湖、川）の体験機会の創出 

・地域の特性をＰＲできる貴重な動植物の保護育成 

・森林ボランティア参加による自然、森林の保全 

・市街地にある緑の保全と活用 

②水源地域の保全 ・水源地の保全 

③河川環境の向上 ・河川の水質の向上 

・生態系や人とのふれあいに配慮した河川環境づくり 

・相模川の水辺景観の形成と保全 

④湖環境の向上 ・湖の水質向上（曝
バッ

気
キ
*21等） 

・上流域や湖面水際のごみ対策の推進 

・湖周辺の水辺景観の保全と育成 

・湖面に近づける親水空間の整備 

⑤里山・谷戸環境の保全 ・里山の保全と再生 

⑥ごみ対策の推進 ・資源循環型都市の実現（ごみの減量化・資源化の 

推進、不法投棄対策の充実等） 

◆分野別方針－自然・環境 

 

 

 

まちづくりの目標           産業、観光、土地利用 

地域経済を支えるために自然環境と調和し、 
         地域特性を活かした産業創生をめざす 

新市の活力ある発展とゆとりある豊かな市民生活の実現には、多

様な産業の振興と計画的な土地利用の推進が重要となります。また、

バランスのとれた産業構造の実現のために、市民、企業、行政が連

携して取り組む事も重要です。 

このため、首都圏近郊で水源地を有する豊かな自然環境の立地特

性を活かした工業や農林業、観光の振興とともに、市内での生活の

核となる商店街、商業施設等の活性化を図り、地域経済の発展と魅
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力ある観光拠点の形成を目指します。また、津久井広域道路やさが

み縦貫道路の整備を踏まえた計画的な土地利用を進め、市街地の高

度利用や農林地域での適切な土地利用により、良好な居住環境の創

造と秩序ある都市の発展を目指します。 

 

◆分野別方針－産業 

 

 

首都圏近郊にあり、豊かな自然環境を有するという立地特性と、優秀な技

術力を活かし、新たな産業の創出を図るとともに雇用機会の増大を目指しま

す。また、市内での生活の核となる商店街、商業施設等の活性化や農林業の

担い手育成、観光、商業との連携により個性的で多様な産業の振興を図りま

す。 

 

 

施策の方向性 主要な施策例 

①新たな産業の創出 ・グローバルな社会経済の変化に対応できる 

地場産業の育成 

・ベンチャー企業の育成 

・農、工、商の連携の推進 

・新産業拠点の形成 

・企業立地のための基盤整備及び誘致活動の推進 

・環境共生型の企業の誘致 

（水源地での排水規制等への適応） 

・地域の立地特性を活かした産業の振興 

・物流拠点の整備 

・時代を見越した産業の支援 

・コミュニティビジネス*22の促進 

・産業用地の保全と創出 

②経営資源(技術等)の強化 ・長期的かつグローバルな変化への対応 

③農林業の振興、担い手育成 ・経営基盤強化、担い手育成等に向けた農地の活用や 

保全の促進 

・農地の違反転用、不法投棄防止対策の促進 

・遊休農地等の利用促進 

・荒廃山林の管理の推進 

・地域の観光、商業との連携（特産品の開発） 

・林間大学研修施設の誘致 

・商業等との連携による新都市農業の推進 

・農道、林道の整備 

④商業の活性化 ・特色ある商業地の形成 

・中心市街地（橋本、相模大野）の活性化 

・地域コミュニティの核となる商店街の活性化 

⑤雇用対策の推進 ・就労機会の拡大 

◆分野別方針－産業、観光、土地利用 
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◆分野別方針－観光 

 

 

津久井地域の四季折々の雄大な景観を育む森林や相模湖、津久井湖、城山

湖、宮ヶ瀬湖などの自然資源を活かした観光産業を育成するとともに、都市

型観光の推進を図ります。さらに観光拠点の連携を強化し、多様な余暇ニー

ズに応えることができる、やすらぎと賑わいのある観光地づくりを進めます。 

 

 

施策の方向性 主要な施策例 

①観光の振興 ・観光拠点へのアクセス性の向上 

・自然を活かした観光産業の育成、ＰＲの推進 

・観光イベントの実施（スポーツ、教育等） 

・いきがい農園、観光農園の推進 

・自然探検教室、フリースクール*23の推進 

②自然を活かした 

レクリエーションの振興 

・津久井地域の自然を活かした体験型レクリエーション

の充実 

・川、湖の観光利用の推進 

・歴史、遺跡、地場産業などを活かしたエコミュージア

ム*24の展開 

◆分野別方針－産業、観光、土地利用 

 

 

◆分野別方針－土地利用 

 

 

津久井広域道路やさがみ縦貫道路の整備を踏まえた計画的な土地利用を

進めるとともに、中心地及び市内各地域の市街地での高度利用、新市全体で

の効率的かつ秩序ある土地利用などにより、良好な居住環境の創造と新たな

産業立地も進め、特色ある地域の発展を目指します。 

 

 

施策の方向性 主要な施策例 

①計画的で秩序ある土地 

利用の推進 

・市民が一体となる地域拠点の強化 

・津久井広域道路やさがみ縦貫道路の整備に対応した 

土地利用の推進 

・自然環境、住環境保全のための規制、誘導 

・自然環境と共存した土地利用の推進 

・水源地域や農地の土地利用規制の改正と効果的な運用

②特色のある地域づくり ・地域の個性にあったまちづくり、都市景観づくり 
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施策の方向性 主要な施策例 

③駅前密集市街地の改善 ・相模大野駅、小田急相模原駅周辺等の都市機能の充実

や住環境整備のための集合化の促進 

・相模湖駅前市街地の環境、景観の改善 

④米軍基地対策の推進 ・都市、交通網を遮断する米軍基地対策の推進 

◆分野別方針－産業、観光、土地利用 

 

 

 

まちづくりの目標   教育･文化、保健･医療･福祉、安全･安心 

心の豊かさを育み、安心して活き活きとした 
市民生活の実現をめざす 

活き活きとした安心･安全な市民生活を実現するためには、心豊

かな人にやさしいユニバーサルなまちづくり*25が重要となります。 

このため、教育環境の充実や自然、文化の活用による人間性豊か

な教育の実現とともに、医療機関や福祉施設と家庭、地域とが連携

した保健･医療･福祉体制の確立により、市民だれもが安心して生活

できる地域社会の形成を目指します。 

また、市街地から山間部までの行き届いた防災･防犯対策を進め、

市民が安全に生活できるまちづくりを目指します。 

 

◆分野別方針－教育・文化 

 

 

豊かな人間性を育むために、ライフステージに応じた教育・学習機会の充

実、支援及び学習・文化・スポーツ施設の整備、活用を図るとともに、スポ

ーツ・レクリエーションの振興に努めます。また、伝統的行事の継承や文化

財などの保護、活用に努めるなど、個性ある生涯学習都市を目指します。 

 

 

施策の方向性 主要な施策例 

①幼児教育の充実及び多様化 ・幼稚園の教育活動、教育環境の充実 

・幼稚園における子育て支援の充実 

・就学前の教育、保育を一体化した総合施設の検討 

②学校教育の充実及び多様化 ・少人数学級の実現 

・特色ある教育の推進（中高一貫教育の推進、全寮制等）

・地域の実情を踏まえた学校規模適正化の推進 

③学校施設等の充実 ・老朽化、情報化への対応など学校施設の整備 

・学校給食の在り方の検討 
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施策の方向性 主要な施策例 

④生涯学習の推進 ・日常生活圏できめ細かに学習できる場づくり 

・生涯学習講座の開催、ＰＲ 

・生涯学習に対応した施設の充実 

・自然を活かした体験学習の拠点づくり 

⑤青少年教育の推進 ・青少年の集える場づくり 

・地域の良さを活かす教育の推進 

⑥スポーツ・レクリエーショ

ンの振興 

・スポーツ･レクリエーション施設の整備、運営の推進 

⑦文化施設の整備及び活用 ・既存文化施設の再編、統廃合による費用対効果の向上

・新市に対応した市立博物館（相模原市立博物館）の 

運営 

・津久井地域への文化施設の配置 

・文化施設の利用者増に向けた積極的な取組みの推進 

⑧伝統的行事、文化財の保護

及び活用 

・祭り等の伝統的行事の保護、育成 

・郷土の歴史、偉大な先人、伝統ある産業、行事等の 

共有財産としての保護 

・歴史、遺跡、地場産業などを活かしたエコミュージア

ムの展開 

⑨国際交流の推進 ・外国籍市民への支援と交流の機会充実（内なる国際交

流） 

・友好都市交流を通した国際理解の推進 

◆分野別方針－教育・文化、保健・医療・福祉、安全・安心 

 

 

◆分野別方針－保健・医療・福祉 

 

家庭を取り巻く環境が大きく変化している中、市民誰もが安心して幸せな

生活をおくることができるよう、健康づくりや健やかな子育て環境づくりに

努めるとともに、高齢者や障害者の自立と社会参加に対して、ノーマライゼ

ーション*26の理念を持って支えあう地域社会の形成に取り組みます。 

 

施策の方向性 主要な施策例 

①医療・相談支援体制の充実 ・地域における医療・相談支援体制の充実 

・専門的な医療体制の充実 

・救急時における医療体制の充実 

・健康づくりの推進 

・保健サービスの充実 

②児童・母子（父子） 

福祉の充実 

・出産に関する助成制度等の検討 

（出産費用の拡大への対応） 

・子どもに対する医療体制の充実（医療費補助） 

・仕事と子育ての両立が図れる保育環境の充実 

・保育所･児童クラブの待機児童解消 

・ひとり親家庭への援護対策の推進 

③高齢者福祉の充実 ・高齢者福祉施設の充実 

・生きがい農園、あじさい大学への参加機会の拡充 
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施策の方向性 主要な施策例 

④障害者福祉の充実 ・障害児への支援強化、障害者施設の整備・充実 

⑤地域福祉の充実 ・ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進 

・総合的な福祉施策の推進 

・地域で助け合う福祉活動の推進 

・助け合う地域コミュニティの形成 

⑥援護を要する人の 

福祉の充実 

・自立支援の推進 

・雇用対策の充実 

⑦健康づくりの充実 ・生涯にわたる健康づくりの推進 

・快適で安全な生活環境づくりの推進 

・より良い生活環境への改善 

◆分野別方針－教育・文化、保健・医療・福祉、安全・安心 

 

 

◆分野別方針－安全・安心 

 

 

市街地から山間部に至るまでの災害等に対する基盤整備や、消防、救急救

助体制など、ハード、ソフト両面の防災対策を推進し、市民の生命と財産を

守ります。また、公害防止対策や地域社会の変容に伴う防犯対策などを進め、

市民が安心して生活できるまちづくりを目指します。 

 

 

施策の方向性 主要な施策例 

①防災対策の推進 ・国、県、他自治体との連携による総合的な防災対策の

実施 

・自主防災組織等、地域での防災ネットワークづくり 

②治山・治水対策の推進 ・水害対策の推進 

・防災、安全に配慮した河川整備の推進 

・水害対策、土砂対策の推進 

・急傾斜地等における崩壊対策の推進 

③消防体制の整備推進 ・消防、救急救助体制の強化 

④公害防止対策の推進 ・交通公害対策の推進 

・大気環境等の負荷の低減化 

⑤防犯対策の推進 ・警察との連携強化 

・地域での防犯ネットワークづくり 

・防犯灯の設置推進 

⑥安全な消費生活の確立 ・相談体制の確立と被害未然防止対策の推進 

・地産地消の考え方に基づく生産者と消費者が連携した

 仕組みづくり 

◆分野別方針－教育・文化、保健・医療・福祉、安全・安心 
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補章 まちづくりの検討課題 

 

１．１市３町の地域特性や資源に関する意見 

 

ビジョンを検討するにあたって、タウンウォッチングなどにより各市町の地域

特性、資源や課題などについて把握し、意見を出し合いました。 

各委員から出された、１市３町の地域特性、資源や課題に関する意見を次の分

野ごとに整理しました。 

 

 

■地域特性、資源の分野区分 

項目 分 野 

１ (1)交通 

 (2)都市基盤 

２ (1)自然・環境 

３ (1)産業・観光 

 (2)土地利用 

４ (1)教育・文化 

 (2)健康・福祉 

 (3)安全・安心 

５ (1)参加・協働 

 (2)行財政 
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地
域

特
性

、
資

源
１

 
【

(
1
)
交

通
】

 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
１

／
１

０
）

 
 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
近

い
将

来
さ

が
み

縦
貫

道
路

が
開

通
す

る
 

○
交

通
量

が
比

較
的

少
な

く
、
騒

音
な

ど
も

小
さ

く
静

か

で
あ

る
 

○
各

方
面

の
行

楽
地

へ
の

ア
ク

セ
ス

も
そ

こ
そ

こ
良

い
 

【
課

題
】

 

●
通

勤
ラ

ッ
シ

ュ
、
土

日
と

も
な

る
と

Ｒ
4
1
3
の

混
雑

が

す
ご

い
、
周

辺
生

活
道

路
に

も
迂

回
車

が
進

入
し

て
く

る
、

自
転

車
の

走
り

づ
ら

い
国

道
が

ま
だ

あ
る

 

 
…

久
保

沢
～

Ｒ
4
1
2
～

三
ヶ

木
間

 

…
津

久
井

日
赤

～
久

保
沢

 

●
合

併
後

の
広

さ
と

交
通

網
の

充
実

整
備

の
必

要
性

を

実
感

。
交

通
渋

滞
解

消
、
観

光
拡

充
の

た
め

に
も

津
久

井
広

域
道

路
と

さ
が

み
縦

貫
道

路
の

早
期

実
現

が
重

要
 

●
交

通
ア

ク
セ

ス
が

悪
い

。
タ

ー
ミ

ナ
ル

駅
か

ら
遠

い
 

●
バ

ス
便

が
不

便
・

所
要

時
間

不
安

定
 

●
電

線
の

地
中

化
が

一
部

だ
け

で
も

で
き

な
い

も
の

か
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
幹

線
道

路
（

Ｒ
4
1
2
、

Ｒ
4
1
3
）

が
、

産
業

、
観

光
、

通
勤

、
通

学
に

フ
ル

に
活

用
さ

れ
て

い
る

 

○
高

速
道

路
の

イ
ン

タ
ー

が
近

い
 

○
京

浜
、

相
模

原
、

八
王

子
、

町
田

地
区

へ
通

勤
可

能
 

【
課

題
】

 

●
幹

線
道

路
で

あ
る

Ｒ
4
1
2

と
Ｒ

4
1
3

の
慢

性
的

渋
滞

（
幹

線
道

路
が

こ
の

２
線

し
か

な
い

）
新

小
倉

橋
開

通
で

緩
和

さ
れ

た
部

分
も

あ
る

が
、

一
部

だ
け

で
あ

る
 

…
久

保
沢

～
R
4
1
2
～

三
ヶ

木
間

 

…
津

久
井

日
赤

～
久

保
沢

 

●
幹

線
道

路
か

ら
生

活
道

路
に

入
る

と
狭

い
 

●
交

通
が

不
便

。
定

期
バ

ス
の

本
数

が
少

な
い

。
津

久

井
街

道
は

、
慢

性
渋

滞
し

て
い

る
 

●
電

車
が

な
い

の
で

、
通

勤
・

通
学

に
支

障
が

あ
る

 

●
駅

か
ら

遠
い

、
自

動
車

が
な

く
て

は
不

便
。

橋
本

ま

で
遠

く
、

通
勤

が
大

変
に

思
う

 

●
津

久
井

に
鉄

道
が

な
い

こ
と

か
ら

、
車

が
多

い
 

●
地

下
鉄

で
の

京
王

線
乗

り
入

れ
、

ま
た

は
、

モ
ノ

レ

ー
ル

に
よ

る
相

模
湖

へ
の

連
絡

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
中

央
高

速
道

路
、

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

が
あ

り
便

利
 

○
Ｒ

2
0
（

甲
州

街
道

）
Ｒ

4
1
2
が

あ
る

 

○
J
R
中

央
本

線
が

通
っ

て
い

る
。

駅
が

あ
る

。
最

近
は

東
京

直
通

が
多

い
の

で
便

利
 

【
課

題
】

 

 
●

橋
が

多
い

た
め

渋
滞

（
特

に
通

勤
時

間
帯

）
が

発
生

し
時

間
が

か
か

る
。

休
日

の
交

通
渋

滞
 

…
相

模
湖

（
R
4
1
2
、

R
4
1
3
、

R
1
6
）

～
相

模
原

ま
で

全
部

 

…
相

模
湖

駅
（

R
2
0
）
、

駅
前

の
四

つ
角

の
渋

滞
 

…
相

模
湖

イ
ン

タ
ー

で
Ｒ

4
1
3
が

混
雑

す
る

 

●
高

速
が

相
模

原
ま

で
こ

な
い

 

●
道

が
狭

い
。

歩
道

の
整

備
等

が
遅

れ
て

い
る

 

●
夜

間
の

電
車

本
数

が
少

な
い

た
め

不
便

 

●
山

坂
で

バ
ス

停
ま

で
の

時
間

が
か

か
る

。
バ

ス
路

線

が
少

な
い

た
め

、
老

人
等

に
と

っ
て

は
不

便
 

●
駅

前
タ

ク
シ

ー
が

独
占

２
台

し
か

な
い

た
め

、
全

く

使
え

ぬ
こ

と
が

し
ば

し
ば

あ
る

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
交

通
の

便
が

よ
い

。
都

内
や

横
浜

へ
の

周
辺

ア
ク

セ
ス

が
よ

い
 

○
周

囲
を

鉄
道

網
に

囲
ま

れ
て

い
る

の
で

、
外

の
地

域
に

出
る

の
に

便
利

。
横

浜
線

、
相

模
線

、
京

王
線

、
小

田

急
線

と
い

う
電

車
網

が
老

若
男

女
を

問
わ

ず
、

生
活

の

向
上

に
貢

献
し

て
い

る
。

橋
本

近
辺

は
ど

こ
に

行
く

に

も
便

利
 

○
Ｒ

1
6
は

、
市

内
へ

出
か

け
る

と
き

の
基

準
と

な
り

解
り

や
す

い
 

○
バ

ス
交

通
が

充
実

し
て

い
る

 

○
自

転
車

を
使

え
ば

便
利

で
あ

る
 

○
道

路
、

歩
道

の
整

備
が

比
較

的
良

好
で

あ
る

。
駐

車
場

が
充

実
し

て
い

る
 

【
課

題
】

 

●
相

模
原

の
道

路
は

主
要

な
も

の
ほ

ど
渋

滞
し

て
い

る
。

土
日

の
交

通
渋

滞
が

多
い

 

…
Ｒ

1
6
～

Ｒ
2
4
6
、

相
模

原
Ｒ

1
6
の

東
部

 

●
自

動
車

に
よ

る
交

通
渋

滞
、

騒
音

、
排

気
ガ

ス
が

深
刻

で
あ

る
 

●
駅

前
が

雑
然

と
し

て
お

り
、

交
通

渋
滞

が
慢

性
化

し
て

い
る

。
違

法
駐

車
も

多
い

 

●
相

模
原

の
中

央
部

に
公

共
交

通
が

少
な

い
 

●
市

域
内

の
バ

ス
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

悪
く

、
バ

ス
の

本
数

が
少

な
い

。
バ

ス
路

線
が

減
っ

て
い

る
 

●
Ｒ

1
6
は

自
転

車
交

通
や

、
歩

行
者

対
策

、
美

観
、
サ

イ

ン
は

不
十

分
で

あ
る

 

●
Ｒ

1
6
は

全
線

3
車

線
に

し
て

、
右

左
折

レ
ー

ン
を

増
や

す
必

要
を

感
じ

る
 

●
繁

華
街

等
で

の
路

上
駐

車
が

多
い

（
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

少
な

い
、

車
は

市
民

の
必

需
品

）
 

 

【
課

題
】

 

●
特

に
津

久
井

３
町

は
交

通
の

便
が

悪
い

 

●
交

通
～

不
便

と
観

光
産

業
に

も
役

立
つ

よ
う

に
橋

本

駅
を

起
点

に
軌

道
で

津
久

井
地

区
方

面
に

敷
く

。
モ

ノ

レ
ー

ル
等

 

 

 
 

  

○
良

い
と

こ
ろ

 
●

課
題
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地
域

特
性

、
資

源
１

 
【

(
2
)
都

市
基

盤
】

 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
２

／
１

０
）

 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
町

の
施

設
が

充
実

し
て

い
る

 

○
自

然
も

多
く

、
ス

ポ
ー

ツ
の

で
き

る
グ

ラ
ン

ド
が

充
実

し
、
各

自
治

会
や

青
少

年
育

成
会

組
織

を
土

台
と

す
る

町
の

体
制

が
し

っ
か

り
し

て
い

て
高

齢
者

、
成

人
、
子

供
達

へ
の

環
境

づ
く

り
に

力
を

い
れ

て
い

る
 

○
小

倉
橋

で
の

こ
だ

ま
プ

ー
ル

開
場

、
キ

ャ
ン

プ
が

近
場

○
ご

み
置

き
場

が
き

れ
い

。
ご

み
の

収
集

も
徹

底
さ

れ
て

い
て

衛
生

的
に

も
住

み
や

す
い

 

【
課

題
】

 

●
Ｒ

4
1
2
、

Ｒ
4
1
3

沿
道

の
修

景
対

策
を

地
域

住
民

と
行

政
が

協
力

し
て

実
施

し
た

い
。
修

景
対

策
懇

談
会

を
ま

ず
作

る
（

特
に

建
設

関
係

、
自

動
車

関
係

業
者

の
景

観

意
識

の
向

上
が

商
業

振
興

上
も

必
要

か
）

 

●
情

報
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

は
進

ん
で

い
る

と
は

言
え

な

い
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
町

の
施

設
な

ど
の

使
用

料
が

安
い

（
無

料
）

 

○
町

営
の

住
宅

が
格

安
で

入
居

可
 

【
課

題
】

 

●
合

併
処

理
槽

利
用

者
と

下
水

道
利

用
者

と
で

不
公

平

感
が

あ
る

 

●
ご

み
、

し
尿

を
各

々
1
町

ご
と

に
は

出
来

ず
、

4
町

共

同
で

行
っ

て
い

る
と

い
う

事
は

や
は

り
地

域
性
・
結

束

力
を

感
じ

た
。
分

別
や

回
収

日
も

相
模

原
と

は
違

い
ま

す
の

で
慣

れ
る

ま
で

大
変

か
も

し
れ

ま
せ

ん
 

●
ご

み
処

理
は

合
併

の
大

き
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

は

ず
な

の
に

、
な

ぜ
有

料
化

を
し

な
い

の
だ

ろ
う

か
。
こ

れ
は

全
国

的
な

課
題

で
あ

り
、
有

料
化

の
流

れ
が

普
通

だ
と

思
う

 

●
光

通
信

網
が

来
て

い
な

い
。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

が

悪
い

 

●
有

線
Ｔ

Ｖ
 

●
相

模
原

市
の

上
大

島
の

施
設

な
ど

は
、
本

来
な

ら
津

久

井
町

に
造

る
べ

き
で

あ
っ

た
 

●
中

途
半

端
な

総
合

グ
ラ

ウ
ン

ド
が

複
数

あ
る

 

●
主

要
銀

行
が

な
い

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
公

共
機

関
、
施

設
、
道

路
、
交

通
機

関
等

が
小

自
治

体

と
し

て
は

整
っ

て
い

る
 

○
1
人

当
り

ご
み

排
出

量
が

少
な

い
 

○
住

民
運

動
で

光
フ

ァ
イ

バ
ー

が
通

っ
た

 

○
町

の
随

所
に

フ
ラ

ワ
ー

ポ
ッ

ト
な

ど
が

お
か

れ
、
心

な

ご
む

 

【
課

題
】

 

●
相

模
湖

町
の

少
子

高
齢

化
が

進
み

、
子

供
が

少
な

く
、

町
の

活
性

化
が

は
か

れ
な

い
。
ま

ち
づ

く
り

が
消

極
的

で
あ

る
 

●
ポ

イ
捨

て
が

多
い

。
水

源
地

の
割

に
ゴ

ミ
の

不
法

投

棄
、
廃

屋
、
廃

品
。
リ

サ
イ

ク
ル

、
野

晒
し

が
目

立
ち

不
潔

感
あ

り
 

●
子

供
が

遊
べ

る
公

園
が

少
な

い
 

●
都

市
銀

行
が

な
い

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
地

方
都

市
と

し
て

一
定

の
設

備
が

整
っ

て
い

る
 

○
橋

本
地

区
は

駅
を

中
心

に
、
出

張
所

、
幼

稚
園

、
小

・

中
・

高
等

学
校

、
病

院
、
商

店
等

、
徒

歩
圏

内
に

生
活

す
る

上
で

の
望

む
以

上
の

も
の

が
整

備
さ

れ
て

い
る

 

○
色

々
な

公
共

施
設
（

文
化

、
ス

ポ
ー

ツ
等

）
が

充
実

し

て
い

る
 

○
そ

れ
ぞ

れ
個

性
を

も
っ

た
施

設
群

を
拠

点
的

に
つ

く

っ
て

い
る

の
は

よ
い

と
思

う
。
そ

れ
ぞ

れ
が

森
に

な
っ

て
い

る
 

○
下

水
道

が
完

備
さ

れ
て

い
る

 

○
市

の
中

心
地

の
区

画
整

理
は

見
事

。
街

路
樹

の
緑

も
素

晴
し

い
 

○
都

市
公

園
、
木

も
れ

び
の

森
、
桜

並
木

な
ど

の
緑

が
多

い
 

○
緑

道
、

散
策

道
が

整
備

さ
れ

て
い

る
 

○
都

市
公

園
が

多
く

整
備

さ
れ

て
い

る
。
気

持
ち

が
良

い
 

○
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
施

設
が

充
実

し
て

い
る

 

○
ス

ポ
ー

ツ
施

設
が

あ
る

公
園

が
充

実
し

て
い

る
 

○
大

型
の

施
設

の
完

備
、
温

水
プ

ー
ル

、
ス

ケ
ー

ト
リ

ン

ク
、

音
楽

用
ホ

ー
ル

、
野

球
場

等
 

○
市

立
総

合
体

育
館

の
施

設
規

模
は

中
央

体
育

館
と

し

て
十

分
。
市

内
施

設
か

ら
の

情
報

発
信

、
中

核
機

能
の

充
実

な
ど

が
大

切
。
レ

ス
ト

ラ
ン

も
大

規
模

体
育

館
施

設
に

は
う

っ
て

つ
け

。
（

自
由

に
十

分
稼

が
せ

て
）

経

営
に

資
す

る
使

用
料

・
収

入
を

得
て

は
ど

う
か

 

○
総

合
水

泳
場

（
さ

が
み

は
ら

グ
リ

ー
ン

プ
ー

ル
）

は
、

よ
く

整
備

さ
れ

た
環

境
の

良
い

プ
ー

ル
。
多

く
の

市
民

が
活

用
出

来
る

場
に

し
た

い
。
費

用
が

か
か

っ
て

も
こ

の
様

な
設

備
は

必
要

 

○
グ

リ
ー

ン
タ

ワ
ー

は
、
唯

一
、
相

模
原

市
内

全
域

を
見

ら
れ

る
ス

ポ
ッ

ト
で

あ
る

。
麻

溝
公

園
も

広
大

な
敷

地

で
と

て
も

美
し

い
 

○
南

清
掃

工
場

の
周

辺
対

策
、
景

観
対

策
も

良
く

、
静

か

な
工

場
だ

と
思

っ
た

 

○
主

要
ポ

イ
ン

ト
や

街
中

に
か

な
り

あ
じ

さ
い

が
目

立

ち
、
特

徴
と

な
っ

て
い

る
（

ち
ょ

う
ど

シ
ー

ズ
ン

で
あ

る
せ

い
か

）
 

○
都

市
ガ

ス
は

便
利

で
あ

る
 

○
ひ

ば
り

放
送

が
あ

る
 

○
米

軍
基

地
は

、
交

流
が

あ
り

様
々

な
体

験
が

で
き

る
 

 

【
課

題
】

 

●
下

水
道

の
未

整
備

。
水

源
地

と
し

て
整

備
急

務
 

 
 

○
良

い
と

こ
ろ

 
●

課
題
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【
課

題
】

 

●
歴

史
の

浅
い

「
ま

ち
」

な
の

で
、

落
ち

着
い

た
風

格
、

風
情

が
足

り
な

い
 

●
ま

ち
の

つ
く

り
、
雰

囲
気

に
深

み
が

感
じ

ら
れ

ず
、
外

部
か

ら
訪

れ
た

い
と

思
わ

せ
る
「

ま
ち

」
の

魅
力

が
少

な
い

 

●
こ

れ
以

上
の

箱
物

は
不

要
、

維
持

費
が

無
駄

で
は

 

●
都

市
ガ

ス
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

 

●
公

営
住

宅
が

市
民

ニ
ー

ズ
を

満
た

せ
な

い
（

不
足

、
狭

い
）

 

●
公

共
サ

イ
ン

（
案

内
）

が
わ

か
り

づ
ら

い
 

●
ご

み
減

量
を

更
に

進
め

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
ポ

リ

袋
等

不
要

の
買

物
 

●
南

清
掃

工
場

 

…
施

設
の

古
さ

を
感

じ
た

。
H
1
8
年

に
新

し
い

施
設

が

着
工

予
定

と
の

説
明

が
あ

り
心

強
く

思
っ

た
 

…
改

築
に

あ
た

っ
て

は
、

他
施

設
、

周
辺

ご
み

状
況

、

制
度

面
、

総
合

的
に

考
慮

し
た

対
応

を
願

い
た

い
 

…
津

久
井

郡
の

焼
却

炉
の

総
合

化
を

図
り

人
員

の
削

減
が

可
能

（
3
ヶ

所
で

の
能

力
要

検
討

）
 

●
市

民
一

人
当

り
の

公
園

面
積

は
少

な
く

、
都

市
公

園
が

全
体

的
に

不
足

。
近

く
に

子
供

を
遊

ば
せ

る
よ

う
な

公

園
だ

け
が

な
い

 

●
都

市
公

園
は

良
く

整
備

さ
れ

て
い

る
が

、
観

光
資

源
や

奥
座

敷
的

地
域

が
な

い
。
市

街
地

も
や

や
都

市
景

観
に

欠
け

る
地

域
が

多
い

 

●
総

合
水

泳
場

（
さ

が
み

は
ら

グ
リ

ー
ン

プ
ー

ル
）

 

…
経

費
削

減
と

収
入

増
に

更
に

工
夫

が
必

要
 

…
こ

う
い

う
施

設
は
「

自
ら

来
る

人
」
だ

け
の

施
設

で

は
な

く
そ

う
で

な
い

人
も

引
き

込
ん

で
活

用
し

て

い
く

そ
ん

な
施

策
が

必
要

（
市

民
の

健
康

増
進

）
 

…
体

力
測

定
等

の
サ

ー
ビ

ス
（

回
数

券
サ

ー
ビ

ス
等

）

研
究

し
て

経
費

減
向

上
を

図
る

 

…
市

民
選

手
権

、
年

齢
別

記
録

大
会

等
実

施
P
R
希

望
 

 

 
 

 

 
○

良
い

と
こ

ろ
 

●
課

題
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地
域

特
性

、
資

源
２

 
【

(
1
)
自

然
・

環
境

】
 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
３

／
１

０
）

 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
自

然
環

境
（

森
林

、
城

山
湖

、
相

模
川

）
に

恵
ま

れ
て

い
る

。
空

気
が

き
れ

い
 

○
水

源
地

を
持

っ
て

い
る

 

○
町

の
森

林
財

産
区

が
あ

る
 

○
山

の
散

策
と

山
の

幸
を

楽
し

め
る

 

○
小

松
や

城
北

地
区

の
里

山
・

谷
戸

の
環

境
・

風
景

は
 

貴
重

 

○
葉

山
島

の
水

田
景

観
が

良
好

 

○
人

口
の

割
に

、
自

然
が

残
っ

て
い

る
。
居

住
と

自
然

と

が
上

手
く

別
け

ら
れ

て
い

る
 

【
課

題
】

 

 
●

山
、

湖
の

自
然

環
境

を
い

ま
少

し
活

か
せ

な
い

か
 

 
●

津
久

井
街

道
沿

い
も

飲
食

店
等

が
建

ち
並

び
、

町
の

 

姿
が

か
わ

り
つ

つ
あ

る
。
あ

ま
り

、
自

然
が

破
壊

さ
れ

る
と

城
山

本
来

の
良

さ
が

失
わ

れ
る

 

●
河

川
に

ゴ
ミ

を
捨

て
ら

れ
や

す
い

 

●
境

川
の

汚
濁

が
あ

る
。
町

田
、
相

模
原

、
津

久
井

郡
で

蛍
の

棲
め

る
川

に
戻

す
工

夫
が

必
要

 

  

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
大

自
然

、
四

季
、

里
山

、
畑

、
森

 

○
自

然
が

豊
か

で
広

が
り

が
あ

り
、

水
と

空
気

が
き

れ

い
。

名
実

と
も

に
広

大
か

つ
雄

大
な

「
自

然
・

緑
」
。

国
定

公
園

が
あ

る
 

○
津

久
井

湖
が

あ
り

、
景

色
が

よ
い

 

○
水

源
地

を
持

っ
て

い
る

。
道

志
川

の
水

源
は

、
県

内
都

心
部

へ
は

大
切

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
津

久
井

湖

水
資

源
の

恩
恵

、
発

電
、

工
業

、
農

業
用

水
が

豊
富

 

○
道

志
川

の
川

辺
で

キ
ャ

ン
プ

が
で

き
る

。
早

戸
川

で
渓

流
釣

が
で

き
る

。
野

山
川

、
身

近
に

自
然

が
あ

る
。
子

供
た

ち
が

自
然

と
触

れ
合

え
る

 

○
町

の
広

大
な

面
積

と
森

林
財

産
区

が
あ

る
 

【
課

題
】

 

●
津

久
井

湖
を

観
光

資
源

と
し

て
活

か
し

き
れ

て
い

な

い
 

●
緑

や
水

の
評

価
・
価

値
が

低
す

ぎ
る

。
大

切
だ

と
思

っ

た
ら

、
そ

れ
を

守
り

育
て

る
資

本
を

投
下

す
べ

き
で

あ

り
、

担
保

価
値

（
評

価
額

）
も

高
く

す
べ

き
で

あ
る

 

●
下

水
道

の
施

工
率

が
低

い
為

か
湖

水
に

ア
オ

コ
が

発

生
。

曝
気

（
ば

っ
き

）
、

水
質

改
善

が
急

務
で

あ
る

 

●
津

久
井

の
自

然
を

観
光

地
化

し
て

し
ま

わ
な

い
活

用

が
出

来
た

ら
良

い
。
工

夫
す

れ
ば

多
く

の
市

民
が

利
用

で
き

る
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
み

ど
り

豊
か

で
水

、
空

気
が

き
れ

い
。
県

立
自

然
公

園

が
あ

る
 

○
神

奈
川

県
の

水
源

で
あ

る
相

模
湖

が
あ

る
 

○
相

模
湖

の
水

の
あ

る
風

景
は

非
常

に
よ

い
 

 
○

都
会

か
ら

一
時

間
の

大
自

然
 

 
○

自
然

に
恵

ま
れ

古
い

歴
史

と
文

化
が

あ
る

 

【
課

題
】

 
●

山
、
湖

と
い

う
恵

ま
れ

た
自

然
を

い
ま

少
し

活
か

せ
な

い
か

 

●
相

模
湖

、
津

久
井

湖
と

も
汚

れ
て

い
る

。
相

模
湖

の
水

面
、
津

久
井

湖
共

に
水

際
の

ゴ
ミ

が
目

立
ち

近
づ

く
と

汚
い

感
じ

で
あ

る
。
飲

料
に

使
っ

て
い

る
の

で
工

夫
が

必
要

 

 
●

自
然

の
破

壊
、

世
俗

化
 

 
●

山
間

で
冬

は
非

常
に

寒
い

 

  

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
自

然
が

残
っ

て
い

る
 

○
相

模
川

な
ど

の
水

辺
空

間
の

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

が

確
保

さ
れ

て
い

る
 

○
北

相
の

中
心

地
に

ふ
さ

わ
し

い
市

街
地

と
斜

面
緑

地

を
大

切
に

し
て

い
る

の
は

気
持

ち
が

良
い

 

○
6
0

万
人

都
市

の
割

に
は

緑
が

多
い

の
が

特
徴

。
こ

の

緑
を

大
切

に
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
 

○
合

併
後

は
更

に
緑

が
増

え
る

。
こ

の
対

策
を

ど
の

様
に

す
る

か
が

大
切

 

【
課

題
】

 

●
山

や
川

、
森

林
等

の
自

然
に

親
し

め
る

環
境

に
乏

し

い
。
「

自
然

」
ら

し
い

自
然

が
な

い
 

●
ビ

ル
ば

か
り

で
、

河
川

敷
ま

で
人

工
的

で
あ

る
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
豊

か
な

自
然

（
城

山
・

相
模

湖
・

津
久

井
）

 

○
津

久
井
・
相

模
湖

の
豊

か
な

自
然

を
守

り
育

て
な

け
れ

ば
い

け
な

い
 

○
津

久
井

の
住

ま
い

方
を

考
え

る
。
環

境
に

優
し

い
暮

ら

し
方

を
し

な
い

と
い

け
な

い
 

○
津

久
井

地
域

は
、
湖

と
緑

が
大

き
な

財
産

な
の

で
、
こ

れ
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
が

必
要

 

 

【
課

題
】

 

 
●

自
然

に
め

ぐ
ま

れ
て

い
る

の
に

環
境

に
対

し
て

意
識

が
低

い
 

 
●

豊
か

な
自

然
と

住
民

と
の

共
存

 

 
●

緑
が

多
い

住
環

境
の

中
で

生
活

し
た

い
 

●
水

源
地

は
観

光
資

源
と

し
て

大
切

で
あ

る
 

●
水

源
水

質
の

保
護

と
地

域
整

備
の

発
展

を
両

立
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
 

  

  

○
良

い
と

こ
ろ

 
●

課
題
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地
域

特
性

、
資

源
３

 
【

(
1
)
産

業
・

観
光

】
 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
４

／
１

０
）

 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
農

工
商

と
り

あ
え

ず
ひ

と
と

お
り

そ
ろ

っ
て

い
る

。
商

工
業

が
盛

ん
で

雇
用

の
場

が
多

い
。
し

か
も

、
こ

れ
か

ら
の

成
長

が
期

待
で

き
る

。
工

業
、
商

業
の

特
性

が
豊

か
 

○
２

次
、

３
次

産
業

が
多

く
就

職
先

が
多

い
 

○
現

産
業

だ
け

で
は

な
く

、
新

た
な

産
業

の
創

出
へ

の
取

組
み

が
な

さ
れ

て
い

る
 

○
商

店
街

が
点

在
し

て
い

て
買

い
物

に
困

ら
な

い
。
商

業

施
設

が
充

実
し

て
い

る
。

各
種

大
型

店
が

あ
り

便
利

 

○
買

い
物

が
近

く
で

ほ
ぼ

全
て

済
む

 

○
Ｒ

1
6

沿
道

は
全

国
で

も
有

数
の

物
価

の
安

さ
は

大
切

な
都

市
機

能
の

一
つ

 

○
相

模
川

で
あ

ゆ
釣

場
、

キ
ャ

ン
プ

常
設

 

【
課

題
】

 

●
農

地
の

違
法

転
用

、
不

法
投

棄
な

ど
畑

地
の

環
境

が
悪

い
 

●
相

模
原

市
自

体
が

大
き

い
の

で
商

圏
が

大
き

い
の

で

ま
と

が
絞

り
に

く
い

 

●
殆

ど
が

大
型

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

化
し

、
従

来
か

ら
の

商
店

街
に

活
気

が
無

い
、
も

し
く

は
消

滅
し

て
い

る
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
工

場
等

が
多

い
感

じ
。

雇
用

の
場

が
多

い
 

○
日

常
の

買
い

物
は

町
内

で
済

ま
す

こ
と

が
で

き
る

。
ち

ょ
っ

と
足

を
伸

ば
す

感
覚

で
デ

パ
ー

ト
、
専

門
店

に
も

行
け

る
 

○
Ｒ

4
1
3
沿

い
の

大
型

店
 

○
身

近
に

多
く

の
ア

ウ
ト

ド
ア

ス
ポ

ッ
ト

が
あ

る
 

…
城

山
湖

や
カ

タ
ク

リ
の

里
、

ホ
タ

ル
、

清
流

の
里

、

梅
園

等
 

…
多

様
な

ハ
イ
キ

ン
グ

コ
ー
ス

･
ウ

ォ
ー

キ
ン
グ
コ

ー
ス

○
人

口
に

対
す

る
市

民
農

園
数

が
多

い
 

○
城

山
湖

 

…
城

山
湖

は
津

久
井

山
地

へ
の

玄
関

口
と

し
て

重
要

 

…
周

遊
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
で

の
森

林
浴

 

…
城

山
湖

か
ら

の
眺

望
。
相

模
原

市
内

や
津

久
井

の
町

が
よ

く
み

え
、
こ

の
よ

う
な

地
点

を
強

調
し

視
覚

的

一
体

化
を

促
す

 

…
ダ

ム
周

辺
は

人
手

が
入

っ
て

い
な

く
て

良
い

感
じ

。

自
然

を
活

か
し

て
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
・
ヘ

ル
ス

エ

リ
ア

の
よ

う
な

使
い

方
が

出
来

る
と

良
い

 

…
湖

が
誕

生
し

た
と

き
と

変
わ

ら
な

い
自

然
の

佇
ま

い
に

心
が

い
や

さ
れ

る
。
環

境
保

全
に

は
充

分
留

意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
 

○
津

久
井

湖
記

念
館

で
は

、
津

久
井

・
相

模
湖

の
ダ

ム
建

設
に

お
け

る
歴

史
を

再
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

、
地

域

性
を

相
模

原
市

民
に

少
し

で
も

理
解

し
て

い
た

だ
け

た

と
思

う
 

【
課

題
】

 

●
地

場
産

業
が

弱
い

。
職

場
が

少
な

い
 

●
大

き
な

本
屋

、
画

材
屋

が
無
い
の
で
橋
本
駅
前
ま
で
行
く

●
町

内
で

用
事

を
済

ま
す

事
が

限
ら

れ
て

し
ま

う
。
パ

ワ

ー
を

感
じ

な
い

 

●
広

大
な

津
久

井
3
町
（

藤
野

町
も

将
来

合
併

は
参

入
さ

れ
る

よ
う

に
）
都

市
計

画
で

自
然

を
活

か
し

た
体

験
型

の
観

光
開

発
を

今
後

新
市

で
進

め
ら

れ
た

ら
よ

い
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
地

場
産

業
（

組
み

紐
）

が
あ

る
 

○
日
常
の
買
い
物
は
ス
ー
パ
ー
が

24
時
間
オ
ー
プ
ン
で
便
利

○
津

久
井

湖
公

園
の

整
備

が
進

ん
で

い
る

。
期

待
大

 

○
相

模
原

市
に

不
足

し
て

い
る

市
民

農
園

が
出

来
易

い
 

○
ふ

れ
あ

い
の

館
は

観
光

客
が

結
構

多
い

 

○
観

光
開

発
の

余
地

・
可

能
性

が
十

分
に

あ
る

 

○
シ

ー
ズ

ン
中

の
登

山
客

も
結

構
多

い
 

○
観

光
資

源
（

宮
ヶ

瀬
湖

、
津

久
井

湖
、

城
山

の
整

備
）

農
産

物
の

直
販

、
菜

園
オ

ー
ナ

ー
 

【
課

題
】

 

●
荒

廃
山

林
・

未
利

用
農

地
が

多
い

。
景

観
を

損
ね

る
 

●
津

久
井

で
の

働
く

場
の

確
保

は
難

し
い

。
都

心
部

に
出

る
た

め
に

は
駅

周
辺

へ
の

駐
車

場
確

保
が

必
要

 
●

地
場

産
業

が
弱

い
。

職
場

が
少

な
い

 

…
か

つ
て

は
、
有

数
の

生
糸

生
産

地
で

あ
っ

た
が

、
今

や
壊

滅
的

な
状

態
で

あ
る

 

●
大

企
業

が
な

い
。

二
次

産
業

の
欠

落
 

●
企

業
立

地
の

基
盤

が
整

っ
て

い
な

い
う

え
、
排

水
規

制

が
厳

し
く

新
規

立
地

を
妨

げ
て

い
る

 

●
誘

致
し

た
産

業
の

景
気

も
悪
く
閉
鎖
し
た
工
場
も
あ
る
 

●
商

店
街

が
中

型
、
大

型
ス

ー
パ

ー
の

影
響

も
あ

っ
て

閑

散
と

し
て

い
る

。
高

級
品

の
買

い
物

は
、
立

川
、
町

田
、

八
王

子
へ

出
向

く
 

●
個

人
商

店
の

元
気

が
な

い
の

が
寂

し
い

。
中

野
商

店
街

で
は

シ
ャ

ッ
タ

ー
の

閉
ま

っ
て

い
る

店
が

多
く

、
活

気

が
無

く
、
閑

散
と

し
て

い
る

。
大

型
店

が
バ

イ
パ

ス
に

あ
る

が
特

色
あ

る
商

店
作

り
が

必
要

で
あ

る
 

●
津

久
井

湖
畔

の
観

光
が

寂
し

い
 

●
尾

崎
記

念
館

や
郷

土
史

資
料

館
な

ど
あ

る
が

、
何

と
な

く
入

り
に

く
い

。
積

極
的

に
見

せ
よ

う
と

し
て

い
な

い

●
観

光
ス

ポ
ッ

ト
に

い
く

ま
で

の
道

の
り

が
長

い
。
観

光

ス
ポ

ッ
ト

に
よ

っ
て

は
「

あ
れ

？
」
と

い
う

場
所

も
あ

る
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
無

農
薬

、
有

機
的

農
園

芸
に

努
め

て
い

る
住

民
が

い
る

 

○
観

光
・

地
場

産
業

に
発

展
可

能
性

を
感

じ
る

 

○
相

模
湖

の
観

光
地

、
船

遊
び

、
釣

、
湖

上
祭

の
花

火
大

会
 

…
相

模
湖

湖
上

祭
は

人
気

が
あ

る
花

火
大

会
 

…
湖

で
ボ

ー
ト

に
乗

れ
る

 

○
ア

ミ
ュ

ー
ズ

メ
ン

ト
パ

ー
ク

、
ピ

ク
ニ

ッ
ク

ラ
ン

ド
が

あ
る

 

○
相

模
湖

フ
ァ

ン
と

も
い

う
べ

き
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

来

町
リ

ピ
タ

ー
が

多
い

 

○
石

老
山

は
比

較
的

、
登

り
や

す
い

。
登

山
、
ハ

イ
キ

ン

グ
、
散

策
路

な
ど

の
整

備
と

、
ガ

イ
ド

資
料

が
行

き
届

い
て

い
る

 

【
課

題
】

 

●
荒

れ
た

林
野

が
多

い
 

●
町

の
企

業
と

人
口

の
少

な
さ

は
将

来
の

自
立

性
に

欠

け
る

 

●
中

心
と

な
る

産
業

が
無

い
。
地

場
産

業
が

弱
い

。
職

場

が
少

な
い

 

●
水

源
地

で
あ

る
た

め
、
各

種
規

制
が

あ
り

産
業

ら
し

い

産
業

が
無

い
 

●
日

用
品

を
売

る
店

が
遠

く
不

便
。
町

中
心

部
に

大
型

店

（
ス

ー
パ

ー
）

が
無

い
 

●
町

中
心

部
に

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

が
無

い
 

●
駅

前
商

店
街

が
充

実
し

て
い

な
い

 

●
駅

周
辺

商
店

街
は

毎
年

店
舗

が
減

っ
て

い
く

。
も

っ
と

工
夫

し
個

人
商

店
、
商

店
街

と
し

て
の

個
性

を
出

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
地

域
住

民
も

も
っ

と
個

人
商

店
に

目
を

向
け

な
い

と
い

け
な

い
。
相

模
湖

公
園

の
商

店
街

は
高

度
成

長
期

の
レ

ト
ロ

な
雰

囲
気

を
徹

底
的

に
出

し
て

い
け

ば
受

け
る

 

●
相

模
湖

を
観

光
資

源
と

し
て

活
か

し
き

れ
て

い
な

い
 

●
相

模
湖

の
湖

面
利

用
が

難
し

い
中

途
半

端
な

観
光

地
 

●
相

模
湖

公
園

が
園

内
、

駐
車

場
と

も
整

備
さ

れ
た

の

に
、

思
っ

た
ほ

ど
観

光
客

が
見

ら
れ

な
い

 

●
相

模
湖

公
園

の
観

光
客

は
疎

ら
で

、
公

園
入

口
の

食
堂

は
廃

業
し

て
汚

れ
放

題
、
隣

の
建

物
も

ガ
ラ

ス
窓

は
汚

れ
惨

め
な

姿
を

晒
し

て
い

る
 

 

○
良

い
と

こ
ろ

 
●

課
題
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●
城

山
湖

 

…
城

山
湖

周
遊

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

に
は

、
売

店
の

設

備
、

雨
宿

り
の

ひ
さ

し
が

欲
し

い
 

…
城

山
湖

の
周

り
の

整
備

と
散

策
路

の
拡

充
整

備
、
Ｐ

Ｒ
す

れ
ば

も
っ

と
良

く
な

る
。
サ

イ
ン

が
ハ

イ
セ

ン

ス
、

効
果

的
だ

と
よ

い
 

…
城

山
湖

に
行

く
道

サ
イ

ド
の

緑
が

伸
び

き
っ

て
い

る
の

で
、
手

入
れ

が
大

変
。
城

山
湖

を
レ

ジ
ャ

ー
向

け
に

開
発

し
て

は
 

…
城

山
湖

で
町

民
の

森
散

策
路

に
プ

ラ
ス

森
林

浴
を

兼
ね

た
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

場
と

レ
ス

ト
ハ

ウ
ス

を

造
設

し
た

ら
ど

う
か

 

…
城

山
湖

の
南

面
の

眺
望

を
活

か
し

た
い

。
城

山
地

域

の
自

然
保

護
、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

拠
点

と
し

て

民
間

資
本

を
入

れ
て

観
光

開
発

し
、
新

市
観

光
の

中

心
地

と
す

る
 

…
城

山
湖

で
の

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

・
市

民
マ

ラ
ソ

ン
、

駅
伝

の
開

催
 

…
城

山
に

ケ
ー

ブ
ル

リ
フ

ト
が

あ
れ

ば
観

光
地

と
し

て
メ

リ
ッ

ト
が

出
る

の
で

は
。
県

立
津

久
井

湖
城

山

公
園

か
ら

城
山

へ
ロ

ー
プ

ウ
ェ

イ
を

設
置

し
、
頂

上

に
「

シ
ン

ボ
ル

タ
ワ

ー
」
を

つ
く

る
な

ど
観

光
設

備

を
導

入
で

き
な

い
か

 

…
せ

っ
か

く
花

や
水

で
景

観
づ

く
り

を
し

て
い

る
の

に
、

観
光

セ
ン

タ
ー

か
ら

演
歌

が
流

れ
て

い
た

り
、

ラ
ー

メ
ン

や
お

み
や

げ
の

旗
が

な
び

い
て

い
た

り

す
る

の
は

問
題

 

●
津

久
井

湖
記

念
館

 

…
津

久
井

湖
記

念
館

は
負

の
歴

史
も

含
め

て
コ

ン
パ

ク
ト

に
よ

く
ま

と
ま

っ
て

い
る

が
、
全

体
が

古
び

て

い
る

。
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
・

P
R

す
れ

ば
都

市
の

地
域

史
資

料
館

と
し

て
良

い
 

…
施

設
と

し
て

は
古

い
こ

と
も

あ
り

、
中

途
半

端
な

感

じ
が

す
る

。
道

の
駅

の
イ

メ
ー

ジ
で

立
て

直
す

の
が

良
い

 

…
土

曜
日

な
の

に
活

気
が

無
い

。
野

外
音

楽
施

設
や

文

化
ホ

ー
ル

等
が

あ
れ

ば
良

い
と

思
う

 

 

●
津

久
井

町
緑

の
休

暇
村

セ
ン

タ
ー

 

…
相

模
原

市
民

の
多

く
の

方
が

利
用

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

 

…
こ

こ
も

自
然

も
施

設
も

中
途

半
端

な
感

じ
。
も

う
少

し
広

い
自

然
を

活
用

で
き

な
い

か
 

…
温

泉
、
カ

ラ
オ

ケ
の

出
来

る
日

帰
り

保
養

セ
ン

タ
ー

（
老

人
も

O
K
）

の
拡

充
整

備
 

…
温

泉
設

備
を

早
く

立
ち

上
げ

て
Ｐ

Ｒ
を

広
く

行

い
集

客
に

努
め

る
べ

き
。
Ｒ

4
1
3
か

ら
の

入
口

に

看
板

が
欲

し
い

 

…
温

泉
掘

削
中

、
新

市
の

奥
座

敷
、
県

民
、
都

民
の

憩

の
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

大
切

に
整

備
し

た
い

、
修

景
対

策
も

。
相

模
湖

と
宮

ヶ
瀬

は
一

応
ま

と
ま

っ
て

い
る

観
光

拠
点

と
思

う
。
湖

畔
に

民
間

商
業

ス
ペ

ー
ス

が

あ
り

活
気

が
生

ま
れ

て
い

る
 

●
一

案
（

新
小

倉
橋

エ
リ

ア
に

大
型

の
道

の
駅

建
設

、
駐

車
場

完
備

で
テ

ナ
ン

ト
を

募
集

し
食

堂
、
地

場
産

物
の

直
販

、
入

浴
、

サ
ウ

ナ
、

仮
眠

部
屋

、
観

光
の

ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
ｷ

ｬ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
、

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
と

し
て

活
用

、
馬

券
、

ボ
ー

ト

券
売

場
併

設
、

健
全

な
娯

楽
場

、
地

元
活

性
）

 

●
森

林
浴

を
主

体
と

し
た

公
式

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
コ

ー

ス
の

新
設

 

 

●
相

模
湖

は
日

本
最

初
の

人
造

湖
だ

が
、
観

光
地

と
し

て

は
、
中

央
高

速
の

開
通

以
来

通
過

点
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
 

●
全

国
的

に
名

が
通

り
、
神

奈
川

県
有

数
の

観
光

地
と

し

て
の

施
設

と
遊

具
類

が
あ

る
が

相
互

の
連

携
が

な
い

。

ピ
ク

ニ
ッ

ク
ラ

ン
ド

も
石

老
山

等
の

山
に

も
そ

れ
ぞ

れ
単

眼
で

整
備

さ
れ

て
い

る
感

じ
が

あ
る

。
3
町

唯
一

の
J
R
駅

、
高

速
イ

ン
タ

ー
も

生
か

さ
れ

て
い

な
い

 

●
R
2
0
の

小
原

本
陣

付
近

の
ま

ち
な

み
（

街
道

）
は

も
っ

と
保

存
し

て
観

光
資

源
に

し
た

ら
い

い
と

思
う

 

 

 

【
課

題
】

 

●
自

然
が

豊
か

だ
が

山
林

の
材

価
の

低
迷

に
よ

り
山

が

荒
れ

て
い

る
。

将
来

問
題

 

 
●

山
林

の
荒

廃
（

水
源

資
質

の
保

全
）

 

 

 

●
自

然
を

活
か

し
た

産
業

が
あ

る
と

よ
い

 

 

 

 
○

良
い

と
こ

ろ
 

●
課

題
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地
域

特
性

、
資

源
３

 
【

(
2
)
土

地
利

用
】

 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
５

／
１

０
）

 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
細

長
い

、
通

過
交

通
が

多
い

な
ど

の
地

理
的

ハ
ン

デ
を

感
じ

さ
せ

な
い

、
ま

ち
と

し
て

の
ま

と
ま

り
が

あ
る

 

○
自

然
が

豊
か

で
住

環
境

が
よ

い
。
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

住
宅

都

市
 

○
町

田
、

相
模

原
の

ベ
ッ

ト
タ

ウ
ン

と
し

て
発

展
 

○
相

模
原

市
と

陸
続

き
、
平

地
。
相

模
原

市
に

隣
接

し
て

生
活

圏
を

共
有

し
て

い
る

こ
と

 

○
い

ろ
い

ろ
な

面
で

「
古

い
」

と
こ

ろ
と

「
新

し
い

」
と

こ
ろ

が
混

在
し

て
お

り
、

何
と

な
く

落
ち

着
く

町
で

あ
る

 

○
若

葉
台

、
原

宿
、
町

屋
等

の
住

宅
地

と
小

倉
地

区
等

の
自

然

地
域

等
の

役
割

が
よ

く
わ

か
る

 

○
城

山
若

葉
台

団
地

は
、

緑
に

包
ま

れ
た

街
並

み
が

き
れ

い
。

今
後

、
道

路
計

画
等

が
進

む
と

戸
建

住
宅

の
立

地
等

が
増

え

る
と

思
わ

れ
る

が
、
水

源
地

域
津

久
井

に
ふ

さ
わ

し
い

暮
ら

し

方
・

住
ま

い
方

を
具

現
化

す
る

方
策

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
 

【
課

題
】

 

●
町

と
し

て
の

特
色

が
感

じ
ら

れ
な

い
。
ま

ち
に

活
気

が
な

い
 

●
相

模
原

市
の

一
部

と
い

う
感

じ
が

す
る

。
相

模
原

市
の

フ
リ

ン
ジ

的
位

置
で

印
象

が
薄

い
。
津

久
井

と
相

模
原

の
中

間
で

あ
ま

り
地

域
性

を
感

じ
な

い
 

●
見

え
な

い
相

模
原

と
の

境
界

線
で

、
土

地
の

値
段

が
安

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

り
、

売
れ

な
か

っ
た

り
す

る
 

●
道

が
混

ん
で

い
て

、
津

久
井

や
相

模
湖

方
向

に
行

く
通

過
点

と
い

う
感

じ
が

あ
る

 

●
町

役
場

付
近

し
か

栄
え

て
い

な
い

 

●
町

面
積

の
狭

さ
 

●
拠

点
性

に
か

け
る

町
。

ベ
ッ

ト
タ

ウ
ン

の
イ

メ
ー

ジ
が

強

い
。

 

●
ま

ち
に

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

が
な

い
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
歴

史
を

感
じ

る
ま

ち
。

津
久

井
町

の
歴

史
は

古
く

優
れ

た
文

化
が

あ
り

、
ま

た
各

地
区

に
お

い
て

は
親

密
な

連

帯
感

が
あ

る
 

○
土

地
が

比
較

的
低

廉
で

住
宅

を
建

設
し

や
す

い
 

○
人

口
密

度
の

低
さ

 

○
津

久
井

郡
の

中
心

地
 

○
町

の
面

積
が

広
い

 

【
課

題
】

 

●
集

落
が

離
れ

て
い

て
寂

し
そ

う
。

居
住

地
が

点
在

し
て

い
る

。
広

す
ぎ

て
ま

と
ま

り
が

な
い

 

●
町

面
積

の
半

分
以

上
が

森
林

等
で

あ
る

 

●
津

久
井

郡
の

中
核

と
し

て
の

活
力

や
吸

引
力

に
欠

け
る

●
土

地
利

用
に

制
限

が
か

か
り

す
ぎ

て
い

る
 

●
無

計
画

な
開

発
が

多
く

良
好

な
社

会
資

本
ス

ト
ッ

ク
に

結
び

つ
か

な
い

 

●
金

原
工

業
団

地
・

国
道

4
1
3
号

青
野

原
バ

イ
パ

ス
周

辺

で
、

耕
作

放
棄

さ
れ

た
農

地
・

未
利

用
地

が
目

立
つ

。

営
農

意
欲

も
な

い
の

だ
し

、
国

道
沿

い
、

ま
た

津
久

井

広
域

道
路

計
画

等
の

こ
と

も
ふ

ま
え

て
土

地
利

用
の

あ

り
方

を
考

え
る

べ
き

 

●
津

久
井

湖
以

外
何

が
あ

る
か

知
ら

な
い

 

●
何

と
な

く
「

古
い

」
イ

メ
ー

ジ
が

あ
る

。
町

の
随

所
に

ち
ょ

っ
と

さ
び

れ
た

感
じ

が
す

る
 

●
何

と
な

く
生

活
し

に
く

そ
う

 

●
中

野
は

、
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
か

ら
い

っ
て

、
も

う
少

し
キ

チ
ッ

と
し

た
街

づ
く

り
が

あ
っ

て
も

よ
い

よ
う

に
思

う

●
山

梨
県

と
間

違
え

ら
れ

る
 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

 
○

高
速

Ｉ
Ｃ

の
名

称
は

、
知

名
度

を
上

げ
る

に
は

大
変

有
効

で
あ

る
。

関
西

で
も

相
模

湖
を

知
っ

て
い

る
人

も
い

る
 

○
津

久
井

郡
４

町
の

中
で

も
一

番
ネ

ー

ム
バ

リ
ュ

ー
が

あ
る

 

○
住

み
や

す
そ

う
 

○
小

原
宿

の
面

影
を

残
す

景
観

が
い

い
 

【
課

題
】

 

●
湖

か
ら

Ｊ
Ｒ

の
駅

に
至

る
一

体
に

、

住
宅

が
雑

然
と

密
集

し
て

い
る

感
じ

 

●
駅

、
高

速
道

路
の

Ｉ
Ｃ

が
あ

る
の

に
、

駅
前

商
店

街
等

の
元

気
が

無
く

、
住

宅
地

も
あ

ま
り

な
い

 

●
駅

前
商

店
街

の
活

気
が

な
い

う
え

景

観
も

乱
雑

 

●
相

模
原

の
地

価
が

下
が

り
、

相
模

湖

町
か

ら
引

っ
越

し
し

て
し

ま
う

現
状

 

●
湖

が
あ

る
位

で
特

徴
が

な
い

。
相

模

湖
以

外
何

が
あ

る
か

知
ら

な
い

 

●
利

用
可

能
な

土
地

が
少

な
い

こ
と

も

あ
り

、
こ

れ
か

ら
の

発
展

が
難

し
そ

う
 

●
湖

に
一

等
地

を
取

ら
れ

傾
斜

地
に

ひ

し
め

き
合

っ
て

住
ん

で
い

る
感

じ
が

す
る

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
若

い
「

ま
ち

」
と

い
う

感
じ

で
、

明
る

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
つ

 
○

住
居

、
産

業
、

商
業

地
域

面
積

が
広

く
人

口
が

増
加

し
て

い
る

○
橋

本
、

町
田

、
相

模
大

野
、

古
淵

な
ど

大
き

な
街

が
あ

る
。

地
域

的
に

、
相

模
原

/
大

野
/
橋

本
/
上

溝
が

バ
ラ

バ
ラ

だ
が

、
今

と
な

っ
て

み
れ

ば
、

中
核

地
が

た
く

さ
ん

あ
る

の
は

魅
力

的
 

○
北

相
地

域
の

中
心

的
存

在
、

３
町

と
の

合
併

に
よ

り
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

自
立

性
の

高
い

政
令

指
定

都
市

と
な

る
 

○
土

地
が

平
坦

。
都

市
部

と
農

村
部

が
混

在
し

て
い

る
 

○
人

口
が

多
く

活
気

が
あ

る
。

買
い

物
が

し
や

す
く

安
い

 
○

駅
周

辺
は

色
々

な
施

設
が

多
く

便
利

。
タ

ー
ミ

ナ
ル

駅
周

辺
は

非
常

に
活

気
が

あ
る

 
○

都
市

計
画

の
優

秀
さ

 
○

「
あ

じ
さ

い
通

り
」

が
よ

か
っ

た
。

相
模

原
市

内
だ

が
、
津

久
井

広
域

道
路

に
▽

▽
通
り

風
の

特
徴

を
持
た

せ
る

と
よ

い
。

心
理

的
一

体
化
 

【
課

題
】

 
●

南
北

が
分

断
さ

れ
て

い
る

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
。

北
部

に
対

す
る

な
じ

み
が

う
す

い
、

混
雑

し
て

い
る

。
広

す
ぎ

る
し

、
人

口
も

多
す

ぎ
る

の
で

同
じ

市
と

い
う

一
体

感
が

な
い

。
南

北
に

長
い

●
市

民
が

一
体

に
な

る
シ

ン
ボ

ル
（

い
わ

ゆ
る

ま
ち

の
へ

そ
）

が
な

い
。

大
都

市
だ

が
、

た
だ

人
口

が
多

い
だ

け
で

、
都

市
と

し
て

特
長

が
な

い
。

独
自

性
が

見
ら

れ
な

い
 

●
交

通
と

買
い

物
を

考
え

る
と

便
の

良
い

所
と

悪
い

所
が

は
っ

き
り

し
て

い
る

（
例

え
ば

相
模

大
野

と
新

磯
野

）
 

●
相

模
大

野
駅

、
小

田
急

相
模

原
駅

周
辺

は
商

店
街

多
く

、
道

狭
く

ご
ち

ゃ
ご

ち
ゃ

の
感

じ
。

超
高

層
ビ

ル
に

よ
る

都
市

の
早

期
開

発
が

必
要

（
地

下
駐

車
場

も
必

要
）

 
●

周
辺

市
町

村
と

比
較

す
る

と
土

地
が

高
い

 
●

街
の

中
心

に
広

大
な

基
地

が
あ

る
（

都
市

、
交

通
路

を
遮

断
）

●
橋

本
駅

前
の

相
原

高
校

、
相

模
原

駅
前

の
米

軍
等

も
っ

た
い

な
い

気
が

す
る

 
●

駅
周

辺
の

密
集

市
街

地
で

再
開

発
が

必
要

と
思

わ
れ

る
危

険
地

帯
が

あ
る

。
商

業
集

積
拠

点
の

整
備

も
大

切
で

あ
る

が
、

夜
の

飲
食

街
も

必
要

悪
で

あ
る

 
●

小
田

急
相

模
原

駅
周

辺
は

都
市

開
発

計
画

で
更

に
都

会
化

さ
れ

る
よ

う
だ

が
、
津

久
井

3
町

か
ら

は
交

通
の

便
が

悪
い

。
買

物
、

グ
リ

－
ン

ホ
ー

ル
等

の
駐

車
場

の
完

備
が

必
要

、
電

車
利

用
で

橋
本

－
町

田
乗

り
替

え
等

は
不

便
 

●
麻

溝
台

・
新

磯
野

土
地

区
画

整
理

事
業

 
…

雑
然

と
し

て
い

る
が

、
区

画
整

理
に

よ
り

整
理

さ
れ

れ
ば

隣
接

の
公

園
と

も
マ

ッ
チ

し
て

す
ば

ら
し

い
地

域
に

な
る

と
思

う
 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
地

域
に

根
ざ

し
た

街
が

見
ら

れ
る

 

【
課

題
】

 

●
過

疎
防

止
と

し
て

、
農

用
地

（
農

地
法

、
農

振
法

）
の

網
で

規
制

さ
れ

て
い

る
土

地
の

利
用

を
考

え
る

こ
と

 

 
 

 

○
良

い
と

こ
ろ

 
●

課
題
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地
域

特
性

、
資

源
４

 
【

(
1
)
教

育
・

文
化

】
 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
６

／
１

０
）

 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
小

学
校

～
大

学
ま

で
学

校
数

が
多

く
通

学
が

便
利

。
小

中
学

校
の

規
模

が
適

正
で

、
学

区
が

広
が

り
す

ぎ
な

い
 

○
学

校
評

議
員

制
度

の
導

入
 

○
大

学
が

多
数

あ
り

今
後

の
市

の
あ

り
方

と
し

て
「

文
教

」

を
重

点
に

す
る

事
が

ベ
ス

ト
で

は
な

い
か

 

○
グ

リ
ー

ン
ホ

ー
ル

、
博

物
館

な
ど

に
代

表
さ

れ
る

文
化

施
設

が
多

く
恵

ま
れ

て
い

る
 

○
図

書
館

の
ハ

ー
ド

、
ソ

フ
ト

（
開

架
式

、
相

談
員

等
の

応
対

）
共

に
す

ば
ら

し
い

 

○
相

模
原

市
立

博
物

館
 

 
…

施
設

の
素

晴
ら

し
さ

（
さ

が
み

は
ら

の
歴

史
に

触
れ

ら
れ

る
、

コ
ン

セ
プ

ト
の

明
確

さ
）

 

…
内

部
の

展
示

も
分

か
り

や
す

く
、
親

し
み

が
持

て
る

。

再
度

来
た

く
な

る
。
津

久
井

そ
の

他
、
外

部
へ

の
P
R

を
盛

ん
に

し
た

い
。

一
帯

を
文

化
ゾ

ー
ン

と
し

て
更

に
整

備
し

た
い

 

○
伝

統
的

な
祭

行
事

が
あ

る
（

大
凧

祭
、
七

夕
祭

、
上

溝
・

田
名

の
祭

、
花

火
大

会
等

）
 

【
課

題
】

 

●
総

合
学

習
に

し
て

も
学

校
評

議
員

制
度

に
し

て
も

、
認

知
度

が
足

り
な

い
。

も
っ

と
オ

ー
プ

ン
に

し
て

民
間

か

ら
人

を
募

る
等

、
民

の
意

見
を

取
り

入
れ

る
更

な
る

姿

勢
が

必
要

 

●
中

学
校

が
お

弁
当

 

●
図

書
館

へ
の

力
点

が
や

や
弱

い
 

●
施

設
は

あ
る

が
利

用
頻

度
が

少
な

い
 

●
相

模
原

市
立

博
物

館
 

 
…

現
相

模
原

市
だ

け
の

説
明

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

も
の

が
多

く
合

併
し

た
ら

ど
う

す
る

の
か

心
配

 

…
赤

字
収

支
で

大
変

と
思

う
が

こ
の

様
な

教
養

施
設

は

必
要

。
特

別
事

業
や

市
民

学
生

以
外

の
見

学
者

は
安

い
入

館
料

を
と

っ
て

、
赤

字
減

ら
し

を
し

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

 

…
財

政
が

予
算

の
見

直
し

で
大

変
と

い
う

説
明

が
多

か

っ
た

が
、

職
員

数
は

多
い

よ
う

に
感

じ
た

 

…
特

別
展

示
室

を
使

わ
な

い
時

に
は

多
く

の
収

蔵
品

が

あ
る

と
い

う
こ

と
な

の
で

テ
ー

マ
を

決
め

て
展

示
し

た
ら

ど
う

か
 

…
用

途
別

に
説

明
を

子
供

に
も

わ
か

り
や

す
く

す
る

必

要
を

考
え

て
み

た
ら

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
中

学
校

給
食

が
あ

る
。

子
育

て
支

援
活

動
や

小
学

校
中

学
校

を
通

し
て

の
完

全
学

校
給

食
制

度
も

子
を

持
つ

親

た
ち

に
は

あ
り

が
た

い
。

設
備

の
整

っ
た

給
食

セ
ン

タ

ー
が

あ
る

 

○
学

校
行

事
へ

の
地

域
、

家
庭

の
参

加
が

活
発

に
行

わ
れ

て
い

る
 

○
小

さ
い

な
が

ら
身

近
な

公
民

館
図

書
室

が
あ

る
（

但
し

、

蔵
書

数
に

は
不

満
あ

り
）

 

○
八

幡
神

社
の

お
祭

り
や

各
自

治
単

位
で

の
盆

踊
り

、
育

成
会

イ
ベ

ン
ト

が
と

て
も

良
い

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
 

○
町

民
文

化
祭

・
も

み
じ

祭
な

ど
も

身
近

な
感

じ
で

実
施

○
町

主
催

の
歴

史
講

座
な

ど
の

内
容

は
、

身
近

な
話

題
で

親
し

み
や

す
い

 

○
町

の
鎮

守
と

し
て

の
川

尻
八

幡
の

存
在

 

【
課

題
】

 

●
学

校
施

設
や

校
舎

等
が

古
く

備
品

も
粗

末
 

●
小

学
校

で
も

高
学

年
に

音
楽

美
術

等
専

門
の

教
職

員
が

増
や

せ
る

と
よ

い
 

●
学

校
設

備
、

施
設

に
加

え
て

青
少

年
が

集
え

る
場

所
が

な
い

。
周

辺
に

は
大

学
も

増
え

て
い

る
の

で
、

学
び

、

集
い

、
ふ

れ
あ

え
る

大
き

な
図

書
館

の
よ

う
な

施
設

が

あ
っ

た
ら

よ
い

。
城

山
町

の
世

帯
も

高
齢

化
し

若
者

が

少
な

く
な

り
つ

つ
あ

る
の

で
、

城
山

町
に

是
非

あ
る

と

良
い

 

●
文

化
施

設
が

少
な

い
。

大
き

な
ホ

ー
ル

が
な

い
 

●
教

養
講

座
な

ど
の

募
集

に
際

し
て

、
な

か
な

か
受

講
者

が
集

ま
ら

な
い

 

●
公

民
館

に
つ

い
て

趣
味

を
す

る
為

の
施

設
が

あ
ま

り
無

い
（

陶
芸

釜
、

電
動

ロ
ク

ロ
な

ど
）

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
地

域
毎

に
小

中
学

校
が

配
置

さ
れ

て
い

る
 

○
高

校
、

大
学

へ
自

宅
か

ら
の

通
学

可
能

 

○
子

供
た

ち
が

伸
び

伸
び

と
し

て
い

て
す

ね
て

い
な

い

（
昔

の
ガ

キ
大

将
の

イ
メ

ー
ジ

）
 

○
教

育
委

員
会

の
町

民
大

学
講

座
開

講
の

利
用

、
海

外
姉

妹
都

市
と

の
交

流
 

○
地

域
伝

統
文

化
が

根
付

い
て

い
る

。
歴

史
・

伝
統

が
あ

り
、

活
か

さ
れ

て
い

る
 

○
公

共
、

文
化

施
設

が
整

っ
て

い
る

 

【
課

題
】

 

●
教

育
文

化
施

設
が

少
な

い
 

●
小

学
校

、
中

学
校

の
選

択
の

幅
が

狭
い

（
新

市
立

の
中

学
、

高
校

一
貫

全
寮

制
で

の
人

材
養

成
を

希
望

）
 

●
新

市
立

の
幼

稚
園
（

保
育

園
）
、
小

学
校

で
英

語
教

育
（

ア

メ
リ

カ
ン

ス
ク

ー
ル

方
式

）
外

国
語

の
早

期
教

育
希

望
、

国
際

人
の

養
成

 

●
文

化
、

教
育

面
の

お
く

れ
 

●
良

質
な

音
楽

や
演

劇
、

芸
術

な
ど

町
内

で
接

す
る

機
会

は
な

い
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

 
○

子
供

た
ち

が
伸

び
伸

び
と

し
て

い
て

す
ね

て
い

な

い
（

昔
の

ガ
キ

大
将

の
イ

メ
ー

ジ
）

 

○
交

流
セ

ン
タ

ー
で

身
近

に
音

楽
や

映
画

等
芸

術
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

る
。

交
流

セ
ン

タ
ー

の
催

し

物
が

良
い

 

○
伝

統
行

事
、

イ
ベ

ン
ト

が
適

時
、

各
地

に
あ

り
楽

し
め

る
 

○
町

内
に

彫
刻

が
多

く
あ

る
 

【
課

題
】

 

 
●

高
校

へ
の

通
学

が
不

便
 

●
お

祭
り

な
ど

の
伝

統
的

行
事

の
規

模
が

小
さ

く
な

っ
て

い
る

 

 

○
良

い
と

こ
ろ

 
●

課
題
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地
域

特
性

、
資

源
４

 
【

(
2
)
健

康
・

福
祉

】
 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
７

／
１

０
）

 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
病

院
（

大
学

病
院

、
救

急
病

院
）

が
充

実
し

て
い

る
 

○
市

民
健

診
が

制
度

化
し

て
い

る
 

○
市

民
病

院
が

無
く

、
結

果
特

別
会

計
を

使
わ

な
い

で
済

む
 

○
福

祉
施

設
が

充
実

し
て

い
る

。
子

育
て

に
つ

い
て

福
祉

的
な

サ
ポ

ー
ト

が
あ

る
 

○
在

宅
福

祉
の

拠
点

が
公

民
館

区
毎

に
あ

る
 

○
保

健
所

が
市

内
に

あ
る

 

【
課

題
】

 

●
大

き
な

病
院

等
が

地
域

に
貢

献
し

て
い

な
い

 

●
耳

鼻
科

・
眼

科
等

の
専

門
医

療
施

設
が

少
な

い
 

●
休

日
診

療
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
少

な
い

 

●
子

供
に

対
す

る
医

療
が

充
実

し
て

な
い

 

●
障

害
を

持
つ

児
童

へ
の

支
援

が
足

り
な

い
よ

う
に

思
う

 

●
高

齢
者

に
対

す
る

福
祉

が
見

え
な

い
。

高
齢

者
の

た
め

の
福

祉
施

設
が

ま
だ

不
足

し
て

い
る

 

●
公

立
医

療
老

人
ホ

ー
ム

が
少

な
い

 

●
保

育
所

、
老

人
施

設
等

が
少

な
い

（
児

童
保

育
所

の
数

及
び

規
模

が
小

さ
い

）
。

学
童

保
育

の
時

間
が

短
い

 

●
市

民
生

き
が

い
農

園
、

あ
じ

さ
い

大
学

等
が

、
高

齢
者

ニ
ー

ズ
を

満
た

せ
な

い
(
抽

選
)
 

●
ウ

ェ
ル

ネ
ス

さ
が

み
は

ら
 

…
立

派
な

施
設

を
市

民
が

十
分

活
用

で
き

る
P
R

が
必

要
 

…
Ｆ

Ｍ
さ

が
み

の
活

用
。
将

来
的

に
は

さ
が

み
T
V
、
案

内
等

の
構

想
で

諸
設

備
の

P
R
等

期
待

し
た

い
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
町

民
セ

ン
タ

ー
や

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
の

催
し

物
も

充
実

し
て

い
る

。
一

般
使

用
も

で
き

る
の

で
、

様
々

な

団
体

や
町

民
と

の
交

流
の

場
と

な
っ

て
い

る
 

○
社

会
福

祉
協

議
会

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

様
々

な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
が

活
発

に
行

わ
れ

、
小

中
学

校
生

徒

の
体

験
学

習
も

多
い

。
ラ

イ
フ

ホ
ー

ム
城

山
見

学
な

ど
、

子
供

達
が

お
年

よ
り

と
接

す
る

事
も

多
く

大
切

な
施

設

の
一

つ
で

す
 

【
課

題
】

 

●
少

子
高

齢
化

 

●
医

療
機

関
が

少
な

い
。

人
口

に
対

す
る

医
療

施
設

率
が

低
い

 

●
大

き
な

総
合

病
院

や
専

門
医

等
、

医
療

施
設

が
少

な
い

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
赤

十
字

病
院

が
あ

る
 

○
福

祉
政

策
良

好
 

【
課

題
】

 

●
人

口
が

減
少

、
過

疎
化

が
進

ん
で

い
る

 

●
子

供
に

対
す

る
医

療
費

補
助

が
少

な
い

 

●
高

齢
化

社
会

に
向

け
て

、
有

料
老

人
ホ

ー
ム

を
低

廉
で

、

希
望

者
を

収
納

可
能

な
設

備
の

完
備

 

●
鳥

屋
、

青
根

、
青

野
原

周
辺

に
ヘ

リ
ポ

ー
ト

を
設

け
、

相
模

原
の

大
病

院
へ

の
搬

送
が

出
来

な
い

か
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

 
 

【
課

題
】

 

 
●

少
子

高
齢

化
 

●
老

人
ホ

ー
ム

が
な

い
 

●
医

療
設

備
が

整
っ

て
い

な
い

、
特

に
夜

間
 

 

 
○

良
い

と
こ

ろ
 

●
課

題
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地
域

特
性

、
資

源
４

 
【

(
3
)
安

全
・

安
心

】
 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
８

／
１

０
）

 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

 

【
課

題
】

 

    

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
救

急
病

院
、

消
防

、
救

急
、

活
用

、
治

安
は

良
い

 

○
町

の
安

全
性

の
高

さ
。

治
安

が
よ

い
 

【
課

題
】

 

●
水

害
に

気
を

抜
け

な
い

 

●
一

部
を

除
き

歩
行

ス
ペ

ー
ス

が
極

端
に

狭
い

。
狭

隘
道

路
も

多
く

危
険

を
感

じ
る

こ
と

が
多

い
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

 
○

台
風

等
の

災
害

が
少

な
い

 

【
課

題
】

 

 
●

大
雪

、
大

雨
で

す
ぐ

陸
の

孤
島

に
な

っ
て

し
ま

う
 

●
街

灯
が

少
な

い
、

暗
い

 

●
騒

音
道

路
公

害
（

暴
走

車
、

排
気

ガ
ス

、
ポ

イ
捨

て
、

渋
滞

、
騒

音
、

振
動

）
 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
産

業
公

害
が

少
な

い
 

【
課

題
】

 

●
交

通
・

工
業

・
産

廃
施

設
に

よ
り

空
気

が
汚

れ
て

い
る

 

●
市

内
に

警
察

署
が

２
署

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

犯
罪

発
生

が
多

い
 

 

 

【
課

題
】

 

●
消

防
を

各
々

1
町

ご
と

に
は

出
来

ず
、

4
町

共
同

で
行

っ
て

い
る

と
い

う
事

は
や

は
り

地
域

性
・

結
束

力
を

感
じ

た
。

消
防

に
関

し
て

の
課

題
は

合
併

後
も

 

大
き

な
問

題
か

も
し

れ
ま

せ
ん

 

●
ヘ

リ
ポ

ー
ト

の
設

備
、

山
岳

遭
難

時
、

救
急

移
送

病
者

用
等

 

●
最

終
処

分
場

が
い

っ
ぱ

い
な

の
は

知
ら

な
か

っ
た

。
道

志
川

に
廃

水
（

処
理

水
）

を
流

し
て

い
る

の
も

知
ら

な
か

っ
た

。
ち

ょ
っ

と
恐

い
 

重
金

属
の

封
入

さ
れ

た
灰

ペ
レ

ッ
ト

（
よ

く
知

ら
な

い
か

ら
だ

と
思

う
が

）
も

恐
い

 

 

 

【
課

題
】

 

●
消

防
、

救
急

救
助

の
体

制
が

不
安

だ
と

思
う

の
で

、
合

併
を

契
機

に
対

策
を

考
え

な
い

と
い

け
な

い
 

●
消

防
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

要
な

ど
も

含
め

て
新

市
全

体
の

構
造

を
も

う
少

し
丁

寧
に

み
て

い
く

と
よ

い
 

 

  
○

良
い

と
こ

ろ
 

●
課

題
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地
域

特
性

、
資

源
５

 
【

(
1
)
参

加
・

協
働

】
 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
９

／
１

０
）

 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
規

模
が

小
さ

い
こ

と
も

あ
り

住
民

同
志

の
交

流
が

盛
ん

で
あ

る
。

町
が

小
さ

い
の

で
、

何
と

な
く

皆
「

同
じ

住

民
」

の
意

識
 

○
自

治
会

が
活

発
で

あ
る

。
こ

れ
は

子
供

の
発

育
に

大
変

大
き

い
 

○
住

民
一

人
ひ

と
り

に
目

が
行

き
届

き
サ

ー
ビ

ス
は

勿
論

の
事

、
ふ

れ
あ

い
の

暖
か

さ
を

感
じ

る
 

【
課

題
】

 

●
昔

か
ら

の
住

民
と

新
住

民
の

融
合

は
必

ず
し

も
う

ま
く

い
っ

て
な

い
 

●
新

住
民

は
、

愛
「

町
」

意
識

な
ど

は
あ

ま
り

な
い

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
地

域
住

民
同

士
の

付
き

合
い

が
密

接
に

感
じ

る
 

○
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

が
盛

ん
 

○
郷

土
意

識
が

強
い

 

【
課

題
】

 

●
環

境
保

全
育

成
に

つ
い

て
の

住
民

意
識

が
低

い
 

●
よ

い
町

を
作

ろ
う

な
ど

と
い

う
こ

と
を

考
え

る
住

民
は

少
な

い
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
居

住
者

は
み

な
人

情
に

厚
い

 

○
地

域
住

民
同

士
の

付
き

合
い

が
密

接
に

感
じ

る
 

○
一

般
住

民
、

近
隣

社
会

の
雰

囲
気

が
良

く
排

他
的

で
は

な
く

、
と

け
込

み
や

す
い
（

転
入

時
の

印
象

）
 

○
自

治
会

の
組

織
、

活
動

が
程

よ
く

行
わ

れ
て

い
る

 

○
住

民
同

士
の

交
流

が
温

か
み

の
あ

る
町

で
あ

る
 

【
課

題
】

 

 
●

町
、

町
民

全
体

と
し

て
の

連
帯

感
や

郷
土

意
識

の

希
薄

さ
（

昭
和

、
明

治
の

大
合

併
以

前
の

地
域

意

識
が

濃
厚

）
 

●
せ

っ
か

く
の

地
域

ま
ち

づ
く

り
資

源
が

埋
も

れ
、

私
物

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
市

民
参

加
に

重
点

を
置

い
て

い
る

 

○
特

別
近

所
と

の
付

き
合

い
を

し
な

く
て

も
生

活
が

成
り

立
つ

 

○
自

治
会

の
数

の
充

実
 

○
市

内
に

多
様

な
人

材
が

居
住

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
人

の
力

が
取

り
入

れ
ら

れ
た

ら
素

晴
ら

し
い

 

【
課

題
】

 

●
東

京
へ

の
通

勤
客

が
多

く
地

元
意

識
が

薄
い

。
単

な
る

ベ
ッ

ド
タ

ウ
ン

で
市

民
の

指
向

は
東

京
都

に
向

い
て

い

て
地

元
に

向
い

て
い

な
い

 

●
京

浜
地

区
の

ベ
ッ

ト
タ

ウ
ン

的
な

人
口

の
急

激
な

増
加

に
よ

る
ま

ち
な

の
で

、
人

の
温

か
み

を
感

じ
な

い
 

●
市

民
の

地
域

に
対

す
る

執
着

心
が

少
な

い
。

結
果

的
に

ま
ち

づ
く

り
へ

の
市

民
参

画
が

果
た

さ
れ

て
い

な
い

 

●
地

域
の

関
係

が
希

薄
化

し
て

い
る

 

●
自

治
会

の
地

主
さ

ん
達

中
心

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
が

あ
る

 

●
自

治
会

の
活

動
は

、
昔

か
ら

の
慣

例
的

な
活

動
が

多
く

、

末
端

の
民

意
が

生
か

さ
れ

た
活

動
が

出
来

て
い

な
い

部

分
が

見
受

け
ら

れ
る

。
時

代
と

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
必

ず

し
も

合
致

し
て

い
な

い
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
人

情
味

が
豊

か
。

あ
た

た
か

い
人

柄
 

○
行

政
と

住
民

が
近

在
し

て
い

る
 

 

 
 

 
○

良
い

と
こ

ろ
 

●
課

題
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地
域

特
性

、
資

源
５

 
【

(
2
)
行

財
政

】
 

１
市

３
町

の
地

域
特

性
や

資
源

に
関

す
る

意
見

（
１

０
／

１
０

）
 

相
模

原
市

 
城

山
町

 
津

久
井

町
 

相
模

湖
町

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
財

政
力

指
数

が
高

い
。

公
共

施
設

が
充

実
し

て
い

る
 

○
市

役
所

に
専

門
家

ス
タ

ッ
フ

が
い

る
 

○
都

市
財

政
の

力
量

に
す

ぐ
れ

て
い

る
（

行
政

の
先

進
性

）
 

【
課

題
】

 

●
市

役
所

が
遠

い
 

●
施

設
使

用
に

関
し

、
市

民
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
な

使
用

環
境

を
充

実
さ

せ
る

べ
き

 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

○
規

模
が

小
さ

い
こ

と
も

あ
り

行
政

サ
ー

ビ
ス

が
き

め
細

か
い

 

○
自

治
会

等
へ

の
助

成
金

が
あ

る
 

○
役

場
・

公
民

館
・

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

な
ど

に
住

民
は

親
近

感
を

も
っ

て
い

る
 

○
小

さ
い

町
だ

か
ら

か
、

す
ぐ

声
が

届
く

（
危

な
い

道
路

に
は

信
号

機
を

付
け

て
も

ら
え

た
り

、
危

な
い

歩
道

の

段
差

を
取

っ
て

も
ら

え
た

り
、

犬
の

フ
ン

規
制

を
し

て

も
ら

え
た

り
出

前
役

場
で

目
の

前
で

質
問

に
答

え
て

も

ら
っ

た
り

）
 

○
財

政
力

が
豊

か
（

運
営

に
無

理
が

な
い

）
 

○
人

口
、

面
積

等
バ

ラ
ン

ス
が

い
い

 

【
課

題
】

 

●
相

模
原

市
と

生
活

圏
は

一
体

に
な

っ
て

い
る

か
と

思
う

け
れ

ど
も

行
政

の
連

携
が

と
れ

て
い

な
い

 

●
財

政
基

盤
が

弱
い

 

●
何

と
な

く
旧

態
然

と
し

た
や

り
方

の
よ

う
に

思
え

る
 

●
改

革
・

変
革

へ
の

意
識

は
や

や
乏

し
い

印
象

 

●
町

と
し

て
の

施
策

に
若

々
し

さ
が

感
じ

ら
れ

な
い

 

●
地

元
業

者
優

先
は

よ
い

が
、

多
少

馴
れ

合
い

的
な

雰
囲

気
を

感
じ

る
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

 【
課

題
】

 

●
金

が
な

い
、

金
が

な
い

ば
か

り
で

工
夫

す
る

姿
勢

が
あ

ま
り

見
ら

れ
な

い
の

が
残

念
 

●
財

政
基

盤
が

弱
い

。
財

政
力

が
弱

含
み

（
面

積
需

要
が

大
き

い
た

め
か

）
 

 

【
良

い
と

こ
ろ

】
 

 
○

町
役

場
職

場
（

窓
口

等
）

の
接

客
態

度
が

ア
ッ

ト

ホ
ー

ム
、

対
応

も
適

切
、

率
直

で
好

ま
し

い
 

○
各

種
住

民
負

担
が

平
均

並
で

重
圧

感
が

な
い

 

【
課

題
】

 

●
財

政
基

盤
が

弱
い

 

●
役

場
が

遠
方

に
あ

る
 

●
計

画
事

業
の

実
施

が
財

政
的

な
こ

と
な

の
か

遅
れ

て
い

る
 

 

 
○

良
い

と
こ

ろ
 

●
課

題
 



 

 33

循環町営バス（津久井町） 

２．分野別課題 

 

各委員から出された「１．１市３町の地域特性や資源に関する意見」を集約し、

分野別の課題として整理しました。 

 

２-1．交通、都市基盤 

 

(1)交通 
  

●津久井広域道路とさがみ縦貫道路の早期実現 

●幹線道路などでの交通渋滞の解消 

●バスのネットワークの充実 

●津久井地区方面への鉄道の延伸整備 

●自転車交通や歩行者対策などの道路附帯施設の改善 

●路上駐車の解消 

 

 

(2)都市基盤 
  

●水源地における下水道の整備 
●都市的地域の緑地整備 
●子どもが遊べる公園の確保 
●津久井地域のスポーツ・レクリエーション施設の整備 
●公共サイン・案内板の整備 
●国道 412 号、国道 413 号沿道などの修景促進 

●津久井地域における情報基盤の整備 

●公営住宅（戸数不足、面積不足など）の改善 

●都市ガスの整備 

 

 

２-２．自然・環境 

 

(1)自然・環境 

 
 

 

●自然の保全（環境に対する意識や評価の向上） 
●自然を活かした地域づくり 
●水源地の水質保全と地域整備の両立 
●ごみの不法投棄や蛍の棲める川に再生するなど、河川 

環境の改善 

●湖の水質改善と観光資源としての活用 
 

 

北清掃工場（相模原市） 

津久井湖（津久井町） 
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２-３．産業・観光、土地利用 

 

(1)産業・観光 

 
 

 
●企業立地基盤の整備と誘致 
●農業の保全と担い手育成 
●林業（山林）の保全と担い手育成 
●特色ある商店街づくりなど商業の活性化 
●産業の振興と雇用の増大 
●自然のレクリエーション拠点の創出 
●観光拠点の連携推進 
●既往観光施設の有効活用 
●湖の観光資源としての活用 
●小原本陣など、街並みの観光資源への活用 

(2)土地利用 
 

 

 

●地域の拠点の形成 

●バランスのとれた土地利用 
●特色ある地域づくり 
●計画的な土地利用による社会資本の蓄積 
●土地利用の規制緩和 

●駅前密集市街地の改善 

●広大な米軍基地による市内の地域および交通の分断 

 

２-４．教育・文化、健康・福祉、安全・安心 

 

(1)教育・文化 

 
 

 

●学校教育の充実 

●学校施設の充実 

●学校給食の実施 

●伝統行事の保護 

●文化施設の整備 

(2)健康・福祉 

 
 

 

●医療サービスの充実 

●児童福祉や高齢者福祉サービスの充実など、少子高齢 

化への対策 

●障害者福祉サービスの充実 

 

工場集積地（城山町） 

相模大野駅周辺(相模原市内) 

学校給食センター（城山町） 

ウェルネスさがみはら 

（相模原市） 
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(3)安全・安心 

 
 

 

●防災、治水対策の推進 

●消防体制の整備と確立 

●救急体制の整備と確立 

●公害対策の推進 

●防犯対策の推進 

 

 

２-５．参加・協働、行財政 

 

(1)参加・協働 

 
 

 

●地域コミュニティの形成 

●自治会運営の活性化 

●住民と行政の良好な関係の維持と更なる充実 

(2)行財政 

 
 

 

●着実な施策の実施 

●財政基盤の健全化 

●役所・役場の適正配置 

 

津久井郡消防本部 

木もれびの森美化運動 

（相模原市） 




